
‭第２３回名大ネットワーク指導医講習会実施要綱・参加案内‬

‭1.‬‭目的‬

‭医師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令（平成１４年厚生労働省令第１‬

‭５８号）において、臨床研修指導医（以下「指導医」という。）は研修医に対する指導を行‬

‭うために必要な経験及び能力を有している者でなければならないこととされ、さらに、「医‬

‭師法第１６条の２第１項に規定する臨床研修に関する省令の施行について」（平成１５年６‬

‭月１２日付け医政発第０６１２００４号当職通知）において、指導医はプライマリ・ケアの‬

‭指導方法等に関する講習会（以下、指導医講習会）を受講していること、とされている。‬

‭名大ネットワークでは、最新の医学教育学を踏まえつつ、できるだけ臨床現場・教育現場の‬

‭文脈を考慮し、医学教育を専門としない医師にとって最低限必要な教育能力とは何か、とい‬

‭う問いにできるだけ誠実に答える形で、指導医講習会を計画・実施する。‬

‭2.‬‭名称‬

‭講習会の名称は、｢第２３回名大ネットワーク指導医講習会｣とする。‬

‭3.‬‭主催者等‬

‭主催者：名古屋大学病院・関連病院卒後臨床研修ネットワーク‬

‭(以下名大ネットワーク）‬

‭共催者：名古屋大学医学部附属病院‬

‭4.‬‭開催期日、場所‬

‭事前課題は令和６年５月１３日(月)から公開予定。‬

‭開催は令和６年６月２１日(金）９：００～ １６：５０‬

‭尚、終了時間については変更する場合がある。‬

‭オンラインにて開催。Zoom、Google Foams、Slack（スラック）を使用する。‬

‭5.‬‭講習会の企画要件‬

‭当講習会は、「医師の臨床研修に係る指導医講習会の開催指針」（平成 16 年 3 月 18 日付‬

‭け医政発第 0318008 号）にのっとった内容である。‬

‭6.‬‭講習会の内容‬

‭以下の内容を予定している。‬

‭・臨床研修指導ガイドライン 2020 の概説‬

‭・臨床研修指導ガイドライン 2020 に基づく研修医の評価‬

‭・具体的な研修医の指導方法（フィードバック・コーチング・メンタルサポートなど）‬

‭・組織マネ―ジメント‬

‭・指導医の在り方‬

‭・プロフェッショナリズム‬

‭・教育事例検討会（卒後臨床研修におけるカリキュラム開発と評価）‬

‭7.‬‭講師、スタッフ‬

‭(1)‬‭講習会主催責任者（デイレクター）‬

‭・錦織 宏（名大ﾈｯﾄﾜｰｸ事務局長、名古屋大学医学部附属総合医学教育ｾﾝﾀｰ教授）‬

‭(2)‬‭企画責任者(チーフタスクフォース)‬

‭・近藤 猛（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬



‭（3) 講習会世話人(タスクフォース)‬

‭・高尾 義明（アドバイザー)(東京都立大学 経済経営学部 経済経営学科 経済学ｺｰ‬

‭ｽ・経営学ｺｰｽ経営学研究科 経営学専攻‬ ‭教授)‬

‭・田口 智博（藤田医科大学医学部 地域医療学 講師）‬

‭・磯部 真倫（岐阜大学大学院医学系研究科医科学専攻 生殖・発育医学講座 産科婦人‬

‭科学　教授）‬

‭・吉田 暁（新潟市民病院 救急科 副センター長）‬

‭・今西 明（新潟大学大学院医歯学総合研究科 地域医療確保・地域医療課題解決支援講‬

‭座　地域医療分野　特任助教）‬

‭・木村 武司（名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修・ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬

‭・種村 文孝（京都大学医学研究科 医学教育・国際化推進ｾﾝﾀｰ 助教）‬

‭・小笠原 一能（名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬

‭・村松 友佳子（名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院講師）‬

‭・髙見 秀樹（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院講師）‬

‭・坪井 崇（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬

‭・尾上 剛史（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院講師）‬

‭・金 聖泰（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬

‭・古川 勝也（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬

‭・吉原 雅人（名古屋大学医学部附属病院 卒後臨床研修ｷｬﾘｱ形成支援ｾﾝﾀｰ 病院助教）‬

‭８．修了証書の交付‬

‭主催者は、講習会の課程を修了したものに対し「修了証書」を交付する。修了証書に‬

‭は、この講習会が上記開催指針に則ったものであることを認める旨の厚生労働省医政局‬

‭長の添書を得る。‬

‭９．参加費用‬

‭参加者一人当たり 70,000 円とする。‬

‭支払方法は、受講決定者に、各病院の事務担当者を経由して後日お知らせする。‬

‭１０．参加者‬

‭数 ３５名‬

‭１１．受講者の決定について‬

‭受講者の決定については、以下原則に基づいて事務局が決定する。‬

‭参加希望順位１位から決定していき、同じ順位の中で採否を決めなければいけない場合‬

‭は申込書を受け付けた先着順にて決定する。‬

‭尚、参加者多数の場合は、お断りする場合がある。‬

‭採否の結果は、本人及び各病院の事務担当者へ通知する。‬

‭１２．申込期限‬

‭令和６年４月２９日（月）まで‬

‭※参加者数を大きく超える申込があった場合、期限前に締め切る。‬

‭１３．参加取消について‬

‭事務手続き上、令和６年５月２日（木）までに事務局に連絡する。なお、それ以降の参‬

‭加取り消しについての返金は原則しない。‬



‭１４．その他留意事項‬

‭事前課題も修了要件に含まれるため完了していない場合は修了証書を交付しない。‬

‭途中参加、途中退場は認めない。（途中退場等された場合には修了証書を交付しな‬

‭い。）‬

‭１５．申込方法‬

‭下記ＵＲＬよりお申し込みください。‬
‭　　　‬‭https://forms.gle/pF2NbHAR8TgyPeM29‬

‭参加申込書の最初のメールアドレスは入力者のアドレスをお願いします。‬

‭受付完了メールがそのアドレスに届きます。メールが届かない場合は、下記問合せ先ま‬

‭でご連絡ください。‬

‭１６．問合せ先‬

‭名大ネットワーク事務局 森、田口‬

‭(名古屋大学医学部附属病院卒後臨床研修・キャリア形成支援センター内)‬

‭〒466-8560‬ ‭名古屋市昭和区鶴舞町‬

‭65 Tel：052-744-2769‬

‭E-mail：‬‭nagoya-fd@nagoya-med.net‬

https://forms.gle/pF2NbHAR8TgyPeM29
mailto:nagoya-fd@nagoya-med.net


‭「第２３回名大ネットワーク指導医講習会」参加申込みに関する補足説明‬

‭名大ネットワーク事務局‬

‭1.‬ ‭当講習会は Zoom 等を使った双方向オンライン講習会となります。‬

‭2.‬ ‭申込画面‬‭https://forms.gle/pF2NbHAR8TgyPeM29‬‭より該当項目の入力をお‬‭願いします。‬

‭3.‬ ‭当講習会へはパソコンからの参加をお願いしております。別紙システム要件を参照し用‬

‭意を整えて下さい。‬

‭またグループワークではご発言いただく場面もありますので、静かな環境の場所からご‬

‭参加ください。‬

‭4.‬ ‭入力したメールアドレスに受付完了メールが届けば申込完了です。必ずご確認くださ‬

‭い。メールが届かない場合は、事務局（‬‭nagoya-fd@nagoya-med.net‬‭）までお問合せく‬‭だ‬

‭さい。‬

‭オンライン指導医講習会の開発に関する研究へのご協力のお願い‬

‭こ‬‭の‬‭度‬‭の‬‭指‬‭導‬‭医‬‭講‬‭習‬‭会‬‭は、‬‭時‬‭間‬‭の‬‭拘‬‭束‬‭さ‬‭れ‬‭な‬‭い‬‭非‬‭同‬‭期‬‭型‬‭学‬‭習‬‭を‬‭大‬‭幅‬‭に‬‭導‬‭入‬‭し、‬‭Web‬ ‭会‬‭議‬‭シ‬‭ス‬

‭テムを用いた同期型学習は１日のみで行う形式で実施いたします。このような指導医講習会‬

‭の形は新しく、忙しい臨床医の時間を拘束しないという意味でも、厚生労働省からその動向‬

‭が注目されております。よって我々としては、反証可能な研究の形でオンライン指導医講習‬

‭会のモデルを開発するため、本講習会そのものを研究の形で実施いたします。‬

‭今回の指導医講習会に参加される先生方におかれましては、原則として、このオンライン指‬

‭導医講習会の開発に関する研究にご協力いただきますよう、お願い申し上げます。本研究は‬

‭名古屋大学医学部の倫理委員会の承認を得て実施いたします。また研究参加にご同意いただ‬

‭けない場合にも指導医講習会に参加いただくことは可能ですが、個人の特定できないグルー‬

‭プワークの成果物などを研究データとして利用させていただくことがあります。また他施設‬

‭においても臨床研修指導医講習会は開催されておりますので、そちらへのご参加もご検討く‬

‭ださい。ご不明な点があれば遠慮なくお問い合わせください。‬

‭どうぞよろしくお願い申し上げます。‬

‭以上‬

https://forms.gle/pF2NbHAR8TgyPeM29
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